
JP 7100319 B2 2022.7.13

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7100319号

(P7100319)
(24)登録日　令和4年7月5日(2022.7.5)(45)発行日　令和4年7月13日(2022.7.13)

(54)【発明の名称】　船上の吊り荷の吊り上げ方法及び吊り上げ補助システム

(51)国際特許分類
　   Ｂ６６Ｃ 13/46 (2006.01)
　   Ｂ６６Ｃ 23/52 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ６６Ｃ 13/46 　　　Ｅ 　　　
　Ｂ６６Ｃ 23/52 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2018-142553(P2018-142553)
(22)出願日　 平成30年7月30日(2018.7.30)
(65)公開番号　 特開2020-19580(P2020-19580A)
(43)公開日　 令和2年2月6日(2020.2.6)

審査請求日　 令和3年7月28日(2021.7.28)

(73)特許権者　 000222668
東洋建設株式会社
大阪府大阪市中央区高麗橋４丁目１番１ 
号

(73)特許権者　 506378647
株式会社青山海事
福島県いわき市鹿島町久保１丁目１０番 
３号

(74)代理人　 110001999
特許業務法人はなぶさ特許商標事務所

(72)発明者　 加藤  直幸
大阪市中央区高麗橋４丁目１番１号  東 
洋建設株式会社内

(72)発明者　 青山  武美智
福島県いわき市鹿島町久保１丁目１０番 

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
船 上 に 設 置 さ れ た ク レ ー ン に よ る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 で あ っ て 、
前 記 ク レ ー ン の ブ ー ム 先 端 に 設 け ら れ た シ ー ブ の 両 側 方 に 、 船 の 揺 れ の 状 態 の 如 何 に 関 わ  
ら ず 、 常 に 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 を 取 り 付 け 、
前 記 シ ー ブ か ら 吊 り 下 げ ら れ た ワ イ ヤ 先 端 の フ ッ ク に 前 記 吊 り 荷 を 掛 止 す る 際 に 、 前 記 ２  
つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 か ら レ ー ザ 光 を 照 射 し 、 該 レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 と 前 記 吊 り 荷 の  
重 心 位 置 と の 位 置 関 係 に 基 づ い て 、 前 記 吊 り 荷 の 重 心 位 置 の 鉛 直 上 方 に 前 記 シ ー ブ が 位 置  
す る よ う に 、 前 記 ク レ ー ン の ブ ー ム 先 端 の 位 置 を 調 整 し 、
前 記 吊 り 荷 を 地 切 り す る 際 に 、 前 記 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 か ら レ ー ザ 光 を 照 射 し な が ら  
、 前 記 レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 が 前 記 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と 重 な る タ イ ミ ン グ で 地 切 り を 行  
う こ と を 特 徴 と す る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 の 各 々 か ら 、 照 射 形 状 が 十 字 形 の レ ー ザ 光 を 、 前 記 十 字 形 を  
成 す 一 方 の 線 分 同 士 が 直 線 状 に 並 ぶ 向 き で 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 船 上  
の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
船 上 に 設 置 さ れ た ク レ ー ン と 、
２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 と 、
前 記 ク レ ー ン の ブ ー ム 先 端 に 設 け ら れ た シ ー ブ の 両 側 方 に お い て 、 前 記 ２ つ の レ ー ザ 光 照  

請求項の数　4　（全13頁）
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射 手 段 を 、 船 の 揺 れ の 状 態 の 如 何 に 関 わ ら ず 、 常 に 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 保 持 す る ２ つ の  
保 持 手 段 と 、 を 含 み 、
前 記 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 の 各 々 は 、 照 射 形 状 が 十 字 形 の レ ー ザ 光 を 照 射 す る も の で あ  
り 、 前 記 十 字 形 を 成 す 一 方 の 線 分 同 士 が 直 線 状 に 並 ぶ 向 き で 、 前 記 ２ つ の 保 持 手 段 に よ り  
保 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 補 助 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ２ つ の 保 持 手 段 の 各 々 は 、 前 記 レ ー ザ 光 照 射 手 段 を 鉛 直 下 方 に 向 け る た め の 可 動 部 に  
、 オ イ ル ダ ン パ ー が 用 い ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り  
上 げ 補 助 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 船 上 に 設 置 さ れ た ク レ ー ン に よ る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 、 及 び 、 船 上 の  
吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 補 助 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
ク レ ー ン 作 業 に よ り 吊 り 荷 を 吊 り 上 げ る と き に は 、 吊 り 荷 を 斜 め に 吊 り 上 げ る と 吊 り 荷 が  
揺 れ て し ま い 、 構 造 物 や 他 の 吊 り 荷 等 と 接 触 す る 虞 が あ る 。 こ の た め 、 吊 り 荷 が ク レ ー ン  
ブ ー ム 先 端 の シ ー ブ の 直 下 の 位 置 関 係 に あ る と き に 地 切 り を 行 い 、 吊 り 荷 を 鉛 直 に 吊 り 上  
げ る 必 要 が あ る 。 吊 り 荷 と シ ー ブ と の 位 置 関 係 を 鉛 直 に す る 方 法 と し て は 、 玉 掛 け 時 に ク  
レ ー ン フ ッ ク を 吊 り 荷 の 近 く へ 誘 導 す る 際 に 、 合 図 者 の 指 示 に よ り ク レ ー ン フ ッ ク の 位 置  
を 調 整 す る 方 法 が 良 く 行 わ れ る 。 そ し て 、 吊 り 荷 を 吊 り 上 げ る と き に は 、 合 図 者 に よ り 、  
吊 り 荷 が 鉛 直 に 吊 り 上 が る よ う に シ ー ブ の 位 置 を 調 整 ・ 確 認 し て か ら 、 吊 り 上 げ の 指 示 を  
行 う 。 こ の よ う な ク レ ー ン 作 業 を 補 助 す る こ と を 目 的 と し て 、 種 々 の 発 明 が 発 案 さ れ て い  
る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ６ － １ １ ３ ２ １ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ こ で 、 上 述 し た よ う な ク レ ー ン 作 業 は 、 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う な 、 海 上 起 重 機 船 等 の 船  
１ ２ 上 に 設 置 さ れ た ク レ ー ン １ ４ に よ っ て も 行 わ れ 、 こ の 場 合 は 、 陸 上 で は 考 慮 す る 必 要  
の な か っ た 波 の 影 響 に よ っ て 、 船 １ ２ が 動 揺 す る 中 で の ク レ ー ン 作 業 と な る 。 こ の よ う な  
波 の 影 響 下 で は 、 船 体 と 一 緒 に 動 揺 す る ク レ ー ン ブ ー ム １ ６ の 先 端 に あ る シ ー ブ １ ８ の 鉛  
直 下 方 位 置 が 、 船 体 上 で 常 に 変 化 す る 。 こ の た め 、 船 体 の 動 揺 を 考 慮 し て 、 合 図 者 Ｐ は 、  
ク レ ー ン ブ ー ム １ ６ 先 端 の シ ー ブ １ ８ の 位 置 と 吊 り 荷 ５ ０ の 位 置 と が 、 鉛 直 の 関 係 に な る  
タ イ ミ ン グ を 見 計 ら っ て 、 ク レ ー ン 操 縦 者 に 地 切 り を 実 行 さ せ る 。 し か し な が ら 、 船 体 が  
動 揺 す る 中 で 、 シ ー ブ １ ８ と 吊 り 荷 ５ ０ と の 位 置 関 係 を 目 視 に よ り 把 握 す る に は 限 界 が あ  
り 、 地 切 り の タ イ ミ ン グ を 計 る に は 、 相 当 な 熟 練 を 要 す る も の で あ っ た 。 更 に 、 上 述 し た  
従 来 の 発 明 は 、 陸 上 で の ク レ ー ン 作 業 を 前 提 と し た も の で あ り 、 波 の 影 響 に よ っ て ク レ ー  
ン 自 体 が 揺 れ る こ と を 想 定 し た も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 船 体 の 動 揺 の  
如 何 を 問 わ ず 適 切 な タ イ ミ ン グ で 地 切 り を 行 う こ と で 、 吊 り 荷 の 動 揺 を 最 小 限 に 抑 制 す る  
こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
（ 発 明 の 態 様 ）
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以 下 の 発 明 の 態 様 は 、 本 発 明 の 構 成 を 例 示 す る も の で あ り 、 本 発 明 の 多 様 な 構 成 の 理 解 を  
容 易 に す る た め に 、 項 別 け し て 説 明 す る も の で あ る 。 各 項 は 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 限 定  
す る も の で は な く 、 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 参 酌 し つ つ 、 各 項 の 構 成 要 素 の 一  
部 を 置 換 し 、 削 除 し 、 又 は 、 更 に 他 の 構 成 要 素 を 付 加 し た も の に つ い て も 、 本 願 発 明 の 技  
術 的 範 囲 に 含 ま れ 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ １ ） 船 上 に 設 置 さ れ た ク レ ー ン に よ る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 で あ っ て 、 前 記 ク レ  
ー ン の ブ ー ム 先 端 に 設 け ら れ た シ ー ブ の 両 側 方 に 、 船 の 揺 れ の 状 態 の 如 何 に 関 わ ら ず 、 常  
に 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 を 取 り 付 け 、 前 記 シ ー ブ か ら 吊 り 下 げ ら  
れ た ワ イ ヤ 先 端 の フ ッ ク に 前 記 吊 り 荷 を 掛 止 す る 際 に 、 前 記 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 か ら  
レ ー ザ 光 を 照 射 し 、 該 レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 と 前 記 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と の 位 置 関 係 に 基  
づ い て 、 前 記 吊 り 荷 の 重 心 位 置 の 鉛 直 上 方 に 前 記 シ ー ブ が 位 置 す る よ う に 、 前 記 ク レ ー ン  
の ブ ー ム 先 端 の 位 置 を 調 整 し 、 前 記 吊 り 荷 を 地 切 り す る 際 に 、 前 記 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手  
段 か ら レ ー ザ 光 を 照 射 し な が ら 、 前 記 レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 が 前 記 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と  
重 な る タ イ ミ ン グ で 地 切 り を 行 う 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 項 に 記 載 の 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 は 、 船 上 に 設 置 さ れ た ク レ ー ン の ブ ー ム 先 端 に  
設 け ら れ た シ ー ブ の 両 側 方 に 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 を 取 り 付 け る 。 こ の 際 、 波 の 影 響  
等 に よ る 船 の 揺 れ の 状 態 の 如 何 に 関 わ ら ず 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 が 、 常 に 、 シ ー ブ の  
両 側 方 か ら 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 、 適 切 な 保 持 手 段 を 利 用 し て 取 り 付 け る 。 そ し て 、 ク レ  
ー ン 作 業 時 に 、 シ ー ブ か ら 吊 り 下 げ ら れ た ワ イ ヤ 先 端 の フ ッ ク に 対 し て 、 船 上 の 吊 り 荷 を  
掛 止 す る 際 に 、 シ ー ブ 両 側 方 の ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 か ら レ ー ザ 光 を 照 射 し 、 こ の レ ー  
ザ 光 を 拠 り 所 に し て 、 ク レ ー ン の ブ ー ム 先 端 の 位 置 を 調 整 す る 。 す な わ ち 、 ２ つ の レ ー ザ  
光 照 射 手 段 は 、 常 に 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射  
手 段 か ら 照 射 さ れ た ２ つ の レ ー ザ 光 は 、 常 に シ ー ブ の 鉛 直 下 方 を 照 射 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 、 こ れ ら の レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 と 、 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と の 位 置 関 係 に 基 づ い て  
、 吊 り 荷 の 重 心 位 置 の 鉛 直 上 方 に シ ー ブ が 位 置 す る よ う に 、 ブ ー ム 先 端 の 位 置 を 調 整 す る  
。 こ の 際 、 水 上 の 波 が 比 較 的 穏 や か で 、 船 が ほ と ん ど 揺 れ て い な い 場 合 は 、 レ ー ザ 光 の 照  
射 中 心 位 置 が 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と 重 な る よ う に 、 ブ ー ム 先 端 位 置 を 調 整 す れ ば よ い 。 一 方  
、 波 の 影 響 で 船 が 揺 れ て い る 場 合 は 、 常 に シ ー ブ の 鉛 直 下 方 を 照 射 す る レ ー ザ 光 が 、 船 上  
で 動 い て い る よ う に 見 え る た め 、 そ の レ ー ザ 光 の 照 射 位 置 が 描 く 軌 跡 の 中 心 位 置 が 、 吊 り  
荷 の 重 心 位 置 と 重 な る よ う に 、 ブ ー ム 先 端 位 置 を 調 整 す れ ば よ い 。 こ れ に よ り 、 船 体 の 動  
揺 の 如 何 に 関 わ ら ず 、 吊 り 荷 の 重 心 位 置 の 鉛 直 上 方 に シ ー ブ が 位 置 す る こ と に な る 。 な お  
、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 か ら の レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 は 、 船 上 や 吊 り 荷 上 に 照 射 さ れ  
て い る ２ つ の レ ー ザ 光 の 間 の 中 心 位 置 を 目 視 で 把 握 す れ ば よ く 、 又 、 吊 り 荷 の 重 心 位 置 は  
、 吊 り 荷 の 形 状 等 に 基 づ い て 目 視 で 把 握 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
更 に 、 上 記 の よ う に ブ ー ム 先 端 位 置 を 調 整 し 、 ク レ ー ン の フ ッ ク に 吊 り 荷 を 掛 止 し た 後 に  
、 吊 り 荷 を 地 切 り す る 際 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 か ら レ ー ザ 光 を 照 射 し な が ら 、 そ れ ら  
の レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 が 、 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と 重 な る タ イ ミ ン グ を 計 る 。 す な わ ち 、  
波 の 影 響 で 船 が 揺 れ て い る 場 合 は 、 上 述 し た ブ ー ム 先 端 位 置 の 調 整 の 結 果 、 ２ つ の レ ー ザ  
光 照 射 手 段 か ら の レ ー ザ 光 が 、 船 上 及 び 吊 り 荷 上 に 、 吊 り 荷 の 重 心 位 置 を 中 心 と す る 照 射  
軌 跡 を 描 い て い る よ う に 見 え る 。 こ の た め 、 ２ つ の レ ー ザ 光 の 中 心 位 置 が 、 吊 り 荷 の 重 心  
位 置 と 重 な る 位 置 ま で 移 動 し た タ イ ミ ン グ を 見 計 ら い 、 こ の タ イ ミ ン グ で 地 切 り を 行 う こ  
と で 、 シ ー ブ の 位 置 と 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と が 鉛 直 関 係 に な っ た 瞬 間 に 、 地 切 り が 行 わ れ る  
こ と に な る 。 こ の よ う に 、 船 体 の 動 揺 の 如 何 を 問 わ ず 、 適 切 な タ イ ミ ン グ で 地 切 り が 行 わ  
れ る た め 、 吊 り 荷 の 動 揺 が 最 小 限 に 抑 制 さ れ る も の と な る 。 更 に 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手  
段 か ら レ ー ザ 光 を 照 射 す る こ と に よ っ て 、 シ ー ブ と 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と の 位 置 関 係 が 明 確  
に な る た め 、 ブ ー ム 先 端 位 置 の 調 整 や 地 切 り の タ イ ミ ン グ の 把 握 が 、 従 来 よ り も 容 易 か つ  
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正 確 に 行 わ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ２ ） 上 記 （ １ ） 項 に お い て 、 前 記 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 の 各 々 か ら 、 照 射 形 状 が 十 字  
形 の レ ー ザ 光 を 、 前 記 十 字 形 を 成 す 一 方 の 線 分 同 士 が 直 線 状 に 並 ぶ 向 き で 照 射 す る 船 上 の  
吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 （ 請 求 項 ２ ） 。
本 項 に 記 載 の 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 は 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 の 各 々 か ら 、 照 射  
形 状 が 十 字 形 の レ ー ザ 光 を 照 射 し 、 こ の 際 、 レ ー ザ 光 の 十 字 形 を 成 す 一 方 の 線 分 が 、 ２ つ  
の レ ー ザ 光 同 士 で 直 線 状 に 並 ぶ 向 き で 照 射 す る 。 こ の た め 、 ２ つ の レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位  
置 は 、 直 線 状 に 並 ん だ 線 分 上 或 い は そ れ ら の 線 分 の 延 長 線 上 の 、 ２ つ の 十 字 形 の 交 点 間 の  
中 央 に 位 置 す る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 ２ つ の レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 が 、 直 感 的 に 把  
握 さ れ る た め 、 レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 と 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と の 位 置 関 係 が 、 容 易 に 把 握  
さ れ る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ３ ） 船 上 に 設 置 さ れ た ク レ ー ン と 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 と 、 前 記 ク レ ー ン の ブ ー ム  
先 端 に 設 け ら れ た シ ー ブ の 両 側 方 に お い て 、 前 記 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 を 、 船 の 揺 れ の  
状 態 の 如 何 に 関 わ ら ず 、 常 に 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 保 持 す る ２ つ の 保 持 手 段 と 、 を 含 み 、  
前 記 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 の 各 々 は 、 照 射 形 状 が 十 字 形 の レ ー ザ 光 を 照 射 す る も の で あ  
り 、 前 記 十 字 形 を 成 す 一 方 の 線 分 同 士 が 直 線 状 に 並 ぶ 向 き で 、 前 記 ２ つ の 保 持 手 段 に よ り  
保 持 さ れ て い る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 補 助 シ ス テ ム （ 請 求 項 ３ ） 。
本 項 に 記 載 の 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 補 助 シ ス テ ム は 、 船 上 に 設 置 さ れ た ク レ ー ン と 、 ２  
つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 と 、 ２ つ の 保 持 手 段 と を 含 む も の で あ る 。 ２ つ の 保 持 手 段 は 、 ２ つ  
の レ ー ザ 光 照 射 手 段 を 、 ク レ ー ン の ブ ー ム 先 端 に 設 け ら れ た シ ー ブ の 両 側 方 に お い て 、 船  
の 揺 れ の 状 態 の 如 何 に 関 わ ら ず 、 常 に 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 保 持 す る 。 又 、 ２ つ の レ ー ザ  
光 照 射 手 段 の 各 々 は 、 照 射 形 状 が 十 字 形 の レ ー ザ 光 を 照 射 す る も の で あ り 、 更 に 、 そ の 十  
字 形 を 成 す 一 方 の 線 分 が 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 同 士 で 直 線 状 に 並 ぶ よ う な 向 き で 、 ２  
つ の 保 持 手 段 に よ り 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 の よ う な 構 成 に よ り 、 ２ つ の 保 持 手 段 に よ っ て 常 に 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 保 持 さ れ て  
い る 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 か ら レ ー ザ 光 が 照 射 さ れ る と 、 そ れ ら の レ ー ザ 光 は 、 常 に  
シ ー ブ の 鉛 直 下 方 を 照 射 す る こ と に な る 。 こ の た め 、 例 え ば 、 シ ー ブ か ら 吊 り 下 げ ら れ た  
ワ イ ヤ 先 端 の フ ッ ク に 吊 り 荷 を 掛 止 す る 際 に 、 上 記 の 如 く レ ー ザ 光 が 照 射 さ れ る こ と で 、  
こ の レ ー ザ 光 を 拠 り 所 に し て 、 ク レ ー ン の ブ ー ム 先 端 の 位 置 が 調 整 さ れ る 。 す な わ ち 、 レ  
ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 と 、 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と の 位 置 関 係 に 基 づ い て 、 吊 り 荷 の 重 心 位 置  
の 鉛 直 上 方 に シ ー ブ が 位 置 す る よ う に 、 ブ ー ム 先 端 の 位 置 が 調 整 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 船  
体 の 動 揺 の 如 何 に 関 わ ら ず 、 吊 り 荷 の 重 心 位 置 の 鉛 直 上 方 に 、 容 易 に シ ー ブ の 位 置 が 調 整  
さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
加 え て 、 上 記 の よ う に ブ ー ム 先 端 位 置 が 調 整 さ れ 、 ク レ ー ン の フ ッ ク に 吊 り 荷 が 掛 止 さ れ  
た 後 、 吊 り 荷 が 地 切 り さ れ る 際 に も 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 か ら レ ー ザ 光 が 照 射 さ れ る  
こ と で 、 そ れ ら の レ ー ザ 光 が 利 用 さ れ て 、 地 切 り の タ イ ミ ン グ が 計 ら れ る 。 す な わ ち 、 ２  
つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 か ら の レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 が 、 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と 重 な る タ イ  
ミ ン グ で 、 地 切 り が 実 行 さ れ る こ と に よ り 、 シ ー ブ の 位 置 と 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と が 鉛 直 関  
係 に な っ た 瞬 間 に 、 地 切 り が 行 わ れ る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 船 体 の 動 揺 の 如 何 を 問 わ  
ず 、 適 切 な タ イ ミ ン グ で 地 切 り が 行 わ れ る こ と に な る た め 、 吊 り 荷 の 動 揺 が 最 小 限 に 抑 制  
さ れ る も の と な る 。 し か も 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 か ら 照 射 さ れ る レ ー ザ 光 は 、 上 述 し  
た よ う に 、 十 字 形 が 直 線 状 に 並 ぶ よ う に 照 射 さ れ る た め 、 レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 が 直 感  
的 に 把 握 さ れ 、 延 い て は 、 レ ー ザ 光 の 照 射 中 心 位 置 と 吊 り 荷 の 重 心 位 置 と の 位 置 関 係 が 、  
容 易 に 把 握 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ４ ） 上 記 （ ３ ） 項 に お い て 、 前 記 ２ つ の 保 持 手 段 の 各 々 は 、 前 記 レ ー ザ 光 照 射 手 段 を 鉛  
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直 下 方 に 向 け る た め の 可 動 部 に 、 オ イ ル ダ ン パ ー が 用 い ら れ て い る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上  
げ 補 助 シ ス テ ム （ 請 求 項 ４ ） 。
本 項 に 記 載 の 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 補 助 シ ス テ ム は 、 ２ つ の 保 持 手 段 の 各 々 の 、 レ ー ザ  
光 照 射 手 段 を 鉛 直 下 方 に 向 け る た め の 可 動 部 に 、 オ イ ル ダ ン パ ー が 用 い ら れ て い る も の で  
あ る 。 こ れ に よ り 、 船 体 の 動 揺 に 合 わ せ て 、 レ ー ザ 光 照 射 手 段 が 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 、  
保 持 手 段 の 可 動 部 が 作 動 す る 際 、 船 体 の 揺 れ の 衝 撃 が オ イ ル ダ ン パ ー に よ り 低 減 さ れ な が  
ら 、 レ ー ザ 光 照 射 手 段 の 向 き が 適 切 な 速 度 で 変 え ら れ る こ と に な る 。 更 に 、 船 体 の 揺 れ の  
衝 撃 だ け で な く 、 風 等 の 他 の 要 因 に よ る 揺 れ の 衝 撃 も 、 オ イ ル ダ ン パ ー に よ り 低 減 さ れ る  
た め 、 レ ー ザ 光 照 射 手 段 の 故 障 発 生 が 抑 制 さ れ る も の と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 は 上 記 の よ う な 構 成 で あ る た め 、 船 体 の 動 揺 の 如 何 を 問 わ ず 適 切 な タ イ ミ ン グ で 地  
切 り を 行 う こ と が で き 、 吊 り 荷 の 動 揺 を 最 小 限 に 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 補 助 シ ス テ ム の 概 要 を 示 す 模  
式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 か ら 吊 り 荷 に レ ー ザ 光 が 照 射 さ れ た 様 子 を 示 す イ メ ー ジ  
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 の 一 例 を 示 す フ ロ ー 図 で  
あ る 。
【 図 ４ 】 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 か ら 照 射 さ れ た レ ー ザ 光 が 吊 り 荷 に 対 し て 揺 れ て い る よ  
う に 見 え る 様 子 を 示 す イ メ ー ジ 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 船 上 に 設 置 さ れ た ク レ ー ン に よ り 船 上 の 吊 り 荷 を 吊 り 上 げ る 様 子 を 示 す イ メ ー ジ  
図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 を 、 添 付 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。 こ こ で 、 従 来 技 術 と  
同 一 部 分 、 若 し く は 相 当 す る 部 分 に つ い て は 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る こ と と し 、 又 、 図 面  
の 全 体 に わ た っ て 、 同 一 部 分 若 し く は 対 応 す る 部 分 は 、 同 一 の 符 号 で 示 し て い る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 補 助 シ ス テ ム １ ０ の 構 成 を 概  
略 的 に 示 し て い る 。 図 示 の よ う に 、 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 補 助 シ ス テ ム １ ０ は 、 ク レ ー ン １ ４  
と 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ と 、 ２ つ の 保 持 手 段 ４ ０ と を 有 し て い る 。 ク レ ー ン １ ４  
は 、 例 え ば 図 ５ に 示 し た よ う な 起 重 機 船 等 の 船 １ ２ 上 に 設 置 さ れ た も の で あ り 、 図 ５ も 参  
照 し て 、 ブ ー ム １ ６ 、 ブ ー ム １ ６ の 先 端 に 設 置 さ れ た シ ー ブ １ ８ 、 シ ー ブ １ ８ か ら ワ イ ヤ  
２ ０ を 介 し て 吊 り 下 げ ら れ て い る フ ッ ク ２ ２ 等 を 備 え た も の で あ る 。 又 、 こ れ に 限 定 さ れ  
る も の で は な い が 、 一 例 を 挙 げ る と 、 ブ ー ム １ ６ の 長 さ が ５ ０ ｍ 程 度 の ク レ ー ン １ ４ が 想  
定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に 戻 り 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ は 、 所 定 の 方 向 へ レ ー ザ 光 ３ ２ を 照 射 す る も の  
で あ り 、 各 々 が 保 持 手 段 ４ ０ に よ っ て 保 持 さ れ て い る 。 ２ つ の 保 持 手 段 ４ ０ は 、 ク レ ー ン  
１ ４ の シ ー ブ １ ８ の 両 側 方 に お い て 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ を 保 持 し て い る 。 よ り  
詳 し く は 、 保 持 手 段 ４ ０ の 各 々 は 、 船 １ ２ （ 図 ５ 参 照 ） の 揺 れ の 状 態 の 如 何 に 関 わ ら ず 、  
レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ が 常 に 鉛 直 下 方 に 向 く よ う に 保 持 し て い る 。 そ し て 、 保 持 手 段 ４ ０  
は 、 図 １ の 左 上 の ブ ロ ッ ク 図 に 示 す よ う に 、 レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ を 鉛 直 下 方 へ 向 け る た  
め の 可 動 部 に 、 オ イ ル ダ ン パ ー ４ ２ が 用 い ら れ て い る 。 こ の よ う な 保 持 手 段 ４ ０ の 例 と し  
て 、 ク レ ー ン カ メ ラ を 保 持 す る た め の 保 持 具 を 利 用 す る こ と が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 本 発 明  
の 実 施 の 形 態 に 係 る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 補 助 シ ス テ ム １ ０ は 、 常 に 鉛 直 下 方 に 向 く よ  
う に レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ を 保 持 す る も の で あ れ ば 、 保 持 手 段 ４ ０ が 図 示 の 例 に 限 定 さ れ  
る も の で は な く 、 例 え ば オ イ ル ダ ン パ ー ４ ２ を 備 え て い な く て も よ い 。 又 、 図 示 の 便 宜 上  
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、 図 １ に は 、 一 方 の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ 及 び 保 持 手 段 ４ ０ に つ い て の み 、 ブ ロ ッ ク 図 で  
も 構 成 を 示 し て い る が 、 他 方 の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ 及 び 保 持 手 段 ４ ０ の 構 成 も こ れ と 同  
様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ の 各 々 は 、 図 示 の 例 で は 十 字 形 の レ ー ザ 光 ３ ２ を 照 射 す る も  
の が 利 用 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 各 レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら 照 射 さ れ る レ ー ザ 光 ３ ２ は  
、 ２ つ の 線 分 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ が 直 角 に 交 わ る 十 字 形 を 成 し て い る 。 更 に 、 ２ つ の レ ー ザ 光  
照 射 手 段 ３ ０ は 、 十 字 形 を 成 す 一 方 の 線 分 ３ ２ ａ 同 士 が 直 線 状 に 並 ぶ 向 き で 、 ２ つ の 保 持  
手 段 ４ ０ に よ り 保 持 さ れ て い る 。 こ の よ う な レ ー ザ 光 ３ ２ が 、 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う な 位  
置 関 係 で 、 シ ー ブ １ ８ の 側 方 か ら 船 上 の 吊 り 荷 ５ ０ へ 照 射 さ れ た 様 子 を 、 図 ２ に 示 し て い  
る 。 図 ２ に お い て 、 符 号 ３ ２ ｃ は 、 ２ つ の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 を 示 し て お り 、 符  
号 ５ ０ ｃ は 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 図 １ 及 び 図 ２ の 例 で は 、 ２ つ の レ ー ザ 光 ３ ２ の 一 方 の 線 分 ３ ２ ａ 間 に 隙 間 が 無 く 、  
１ つ の 線 分 に 見 え る よ う に 照 射 さ れ て い る が 、 一 方 の 線 分 ３ ２ ａ 間 に 隙 間 が あ っ て も よ い  
。 そ の 場 合 は 、 線 分 ３ ２ ａ 間 の 隙 間 の 中 央 位 置 が 、 ２ つ の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３  
２ ｃ と な る 。 又 、 図 １ で は 、 レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 形 状 を 分 か り や す く 示 す た め に 、 シ ー ブ  
１ ８ か ら 僅 か に 下 方 の 位 置 に レ ー ザ 光 ３ ２ が 照 射 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。 レ ー ザ 光 照 射  
手 段 ３ ０ に は 、 レ ー ザ 光 を 照 射 す る 各 種 装 置 か ら 、 ク レ ー ン １ ４ の 大 き さ 、 レ ー ザ 光 ３ ２  
の 明 る さ や 色 等 が 考 慮 さ れ 、 照 射 先 に お い て 視 認 可 能 な レ ー ザ 光 ３ ２ を 照 射 す る こ と が で  
き る 、 適 切 な 装 置 が 選 定 さ れ て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
続 い て 、 図 ３ に 示 す フ ロ ー 図 の 流 れ に 沿 っ て 、 上 述 し た よ う な 構 成 の 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り  
上 げ 補 助 シ ス テ ム １ ０ を 利 用 す る 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方  
法 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 吊 り 荷 ５ ０ と し て 、 図 ２ や 図 ５ に 示 し た 消 波 ブ ロ ッ ク を  
吊 り 上 げ る 例 を 説 明 す る が 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 に よ  
っ て 吊 り 上 げ る 吊 り 荷 ５ ０ は 、 船 上 に 載 置 さ れ た も の で あ れ ば 、 そ の 大 き さ や 形 状 等 は 特  
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 吊 り 荷 ５ ０ は 、 起 重 機 船 の ク レ ー ン １ ４ で 吊 り 上 げ  
る こ と を 想 定 し た 吊 り 荷 全 般 で あ り 、 大 き い も の で あ れ ば 、 水 中 に 施 工 さ れ た 基 礎 杭 と 組  
み 合 わ さ れ て 足 場 等 を 構 築 す る ジ ャ ケ ッ ト で あ っ て も よ い 。 な お 、 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上  
げ 補 助 シ ス テ ム １ ０ の 構 成 等 は 、 適 宜 、 図 １ 及 び 図 ５ を 参 照 の こ と 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
Ｓ １ ０ （ レ ー ザ 光 照 射 手 段 取 付 ） ： ク レ ー ン １ ４ の シ ー ブ １ ８ の 両 側 方 に 、 夫 々 に 保 持 手  
段 ４ ０ を 用 い て 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ を 取 り 付 け る 。 保 持 手 段 ４ ０ の シ ー ブ １ ８  
側 方 へ の 取 付 方 法 は 、 保 持 手 段 ４ ０ の 形 状 や 構 成 に 合 わ せ て 任 意 の 方 法 を 採 用 で き る 。 保  
持 手 段 ４ ０ を 介 し て 取 り 付 け ら れ る こ と に よ り 、 レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ の 各 々 は 、 ク レ ー  
ン １ ４ が 動 揺 し て も 常 に 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 設 置 さ れ る 。 な お 、 レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０  
の 取 付 作 業 は 、 使 用 す る ク レ ー ン １ ４ 毎 に １ 度 だ け 行 え ば よ い が 、 必 要 に 応 じ た 任 意 の タ  
イ ミ ン グ で 、 レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ を 設 置 及 び 撤 去 す る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
Ｓ ２ ０ （ 玉 掛 作 業 準 備 ） ： 吊 り 上 げ 対 象 の 吊 り 荷 ５ ０ に 対 す る 玉 掛 け 用 の ワ イ ヤ ロ ー プ の  
取 り 付 け 等 、 玉 掛 作 業 を 行 う 上 で 必 要 な 準 備 を 行 う 。
Ｓ ３ ０ （ レ ー ザ 光 照 射 開 始 ） ： ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 を  
開 始 す る 。 レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 開 始 は 、 例 え ば 、 有 線 或 い は 無 線 で レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０  
と 接 続 さ れ た 操 作 手 段 （ 図 示 省 略 ） を 介 し て 、 レ ー ザ 光 ３ ２ を 照 射 す る 操 作 を 入 力 す る 等  
し て 行 う も の と す る 。 レ ー ザ 光 照 射 の 操 作 入 力 は 、 操 作 手 段 の 設 置 位 置 等 に 応 じ て 、 合 図  
者 Ｐ や ク レ ー ン 操 縦 者 等 の 任 意 の 作 業 者 に よ り 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
Ｓ ４ ０ （ ク レ ー ン 誘 導 ） ： 合 図 者 Ｐ に よ り ク レ ー ン １ ４ の 誘 導 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 ２ つ  
の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら 照 射 さ れ て い る レ ー ザ 光 ３ ２ を 目 安 に し て 、 ク レ ー ン １ ４ の  
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ブ ー ム １ ６ 先 端 に 設 置 さ れ た シ ー ブ １ ８ が 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ （ 図 ２ 参 照 ） の  
鉛 直 上 方 に 位 置 す る よ う に 、 換 言 す れ ば 、 ２ つ の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ が 、  
吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と 重 な る よ う に 、 ク レ ー ン １ ４ を 誘 導 す る 。 こ の と き 、 船 １  
２ が 波 の 影 響 で 動 揺 す る こ と 等 に よ り 、 船 １ ２ 上 の ク レ ー ン １ ４ も 動 揺 す る た め 、 常 に 鉛  
直 下 方 を 向 く よ う に シ ー ブ １ ８ の 両 側 方 に 取 り 付 け ら れ て い る 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段  
３ ０ か ら の レ ー ザ 光 ３ ２ は 、 そ の 照 射 位 置 が 定 ま ら ず に 船 １ ２ 上 で 揺 れ て い る よ う に 見 え  
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
例 え ば 、 図 ４ に は 、 レ ー ザ 光 ３ ２ が 吊 り 荷 ５ ０ の 近 傍 で 、 図 ４ に お け る 上 下 方 向 に 揺 れ て  
見 え る 様 子 を 示 し て お り 、 破 線 で 図 示 さ れ て い る レ ー ザ 光 ３ ２ が 最 大 に 揺 れ た 位 置 を 、 実  
線 で 図 示 さ れ て い る レ ー ザ 光 ３ ２ が 揺 れ の 略 中 心 位 置 を 、 夫 々 示 し て い る 。 こ の よ う な 場  
合 は 、 レ ー ザ 光 ３ ２ の 揺 れ の 軌 跡 を 目 視 で 把 握 し 、 揺 れ の 軌 跡 の 中 心 位 置 が 、 吊 り 荷 ５ ０  
の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と 重 な る よ う に 、 ク レ ー ン １ ４ を 誘 導 す る 。 そ し て 、 ク レ ー ン 操 縦 者 は  
、 合 図 者 Ｐ の 誘 導 に 従 い 、 ク レ ー ン １ ４ の シ ー ブ １ ８ の 位 置 を 調 整 す る と 共 に 、 シ ー ブ １  
８ か ら 吊 り 下 げ て い る ワ イ ヤ ２ ０ の 長 さ を 調 整 す る 。 こ こ で 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３  
０ か ら の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ は 、 船 １ ２ 上 や 吊 り 荷 ５ ０ 上 に 照 射 さ れ て い  
る ２ つ の レ ー ザ 光 ３ ２ の 間 の 中 心 位 置 を 目 視 で 把 握 す る も の と し 、 又 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心  
位 置 ５ ０ ｃ も 、 吊 り 荷 ５ ０ の 形 状 等 に 基 づ い て 目 視 で 把 握 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
Ｓ ５ ０ （ シ ー ブ 位 置 判 定 ） ： 上 記 Ｓ ４ ０ に お け る ク レ ー ン １ ４ の 誘 導 の 結 果 、 ク レ ー ン １  
４ の シ ー ブ １ ８ が 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ の 鉛 直 上 方 に 位 置 し て い る か 否 か を 、 合  
図 者 Ｐ に よ り 判 定 す る 。 こ の 判 定 は 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら 照 射 さ れ て い る レ  
ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ と 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と の 位 置 関 係 を 目 安 に  
し て 行 え ば よ い 。 そ の 結 果 、 シ ー ブ １ ８ が 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ の 鉛 直 上 方 に 位 置  
し て い る と 判 定 し た 場 合 （ Ｙ Ｅ Ｓ ） は 、 Ｓ ６ ０ へ 移 行 し 、 鉛 直 上 方 に 位 置 し て い な い と 判  
定 し た 場 合 （ Ｎ Ｏ ） は 、 上 記 Ｓ ４ ０ へ 復 帰 す る 。 す な わ ち 、 シ ー ブ １ ８ が 吊 り 荷 ５ ０ の 重  
心 位 置 ５ ０ ｃ の 鉛 直 上 方 に 位 置 す る ま で 、 ク レ ー ン １ ４ の 誘 導 及 び 位 置 調 整 を 繰 り 返 し 実  
行 す る 。
Ｓ ６ ０ （ 吊 り 荷 掛 止 ） ： 玉 掛 け 者 に よ り 、 ク レ ー ン １ ４ の シ ー ブ １ ８ か ら ワ イ ヤ ２ ０ を 介  
し て 吊 り 下 げ ら れ て い る フ ッ ク ２ ２ に 対 し て 、 吊 り 荷 ５ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 玉 掛 け 用  
の ワ イ ヤ ロ ー プ を 掛 止 す る 。 な お 、 こ の 吊 り 荷 ５ ０ の 掛 止 作 業 は 、 上 記 Ｓ ４ ０ 及 び Ｓ ５ ０  
の 実 行 中 に 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
Ｓ ７ ０ （ 地 切 り タ イ ミ ン グ 見 極 め ） ： 合 図 者 Ｐ に よ り 、 吊 り 荷 ５ ０ を 地 切 り す る タ イ ミ ン  
グ を 見 極 め る 。 具 体 的 に は 、 ク レ ー ン １ ４ の シ ー ブ １ ８ が 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ  
の 鉛 直 上 方 に 位 置 す る タ イ ミ ン グ 、 換 言 す れ ば 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら の レ ー  
ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ が 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と 重 な る タ イ ミ ン グ を 見  
極 め る 。 す な わ ち 、 上 記 Ｓ ４ ０ に 記 載 し た よ う に 、 波 の 影 響 等 に よ り ク レ ー ン １ ４ が 動 揺  
す る こ と で 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら の レ ー ザ 光 ３ ２ は 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う  
に 揺 れ て い る 。 そ し て 、 上 記 Ｓ ４ ０ 及 び Ｓ ５ ０ を 経 た こ と で 、 ク レ ー ン １ ４ の シ ー ブ １ ８  
の 位 置 は 、 レ ー ザ 光 ３ ２ の 揺 れ の 軌 跡 の 中 心 位 置 が 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と 重 な  
る よ う に 調 整 さ れ て い る 。 こ の た め 、 レ ー ザ 光 ３ ２ が 揺 れ て い る 中 で 、 レ ー ザ 光 ３ ２ の 照  
射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ が 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と 重 な る タ イ ミ ン グ が 存 在 す る 。 本 作  
業 ス テ ッ プ で は 、 そ の よ う な タ イ ミ ン グ を 見 極 め る も の で あ る 。 な お 、 レ ー ザ 光 ３ ２ が 、  
吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ を 中 心 と し て 、 円 形 や 楕 円 形 の 軌 跡 を 描 い て い る よ う な 場 合  
に は 、 レ ー ザ 光 ３ ２ の 揺 れ が 単 純 な 双 方 向 の 往 復 軌 跡 に な る ま で 待 機 し て も よ く 、 或 い は  
、 レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ が 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ に 最 も 近 く な る タ イ  
ミ ン グ を 見 極 め る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
Ｓ ８ ０ （ 地 切 り 合 図 ） ： 上 記 Ｓ ７ ０ に お け る タ イ ミ ン グ 調 整 の 結 果 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射  
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手 段 ３ ０ か ら の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ が 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と 重  
な っ た タ イ ミ ン グ で 、 合 図 者 Ｐ か ら ク レ ー ン 操 縦 者 に 対 し て 地 切 り 実 行 の 合 図 を 出 す 。 例  
え ば 、 レ ー ザ 光 ３ ２ が 図 ４ に 示 す よ う な 軌 跡 で 揺 れ て い る 場 合 は 、 レ ー ザ 光 ３ ２ が 図 ４ に  
実 線 で 示 さ れ て い る 位 置 に な っ た タ イ ミ ン グ で 、 地 切 り 実 行 の 合 図 を 出 す 。
Ｓ ９ ０ （ 地 切 り ） ： 上 記 Ｓ ８ ０ に お け る 合 図 者 Ｐ か ら の 合 図 を 受 け て 、 ク レ ー ン 操 縦 者 に  
よ り ク レ ー ン １ ４ を 操 縦 し 、 吊 り 荷 ５ ０ の 地 切 り を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
Ｓ １ ０ ０ （ レ ー ザ 光 照 射 終 了 ） ： ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射  
を 終 了 す る 。 す な わ ち 、 合 図 者 Ｐ や ク レ ー ン 操 縦 者 等 に よ り 、 操 作 手 段 を 介 し て 操 作 を 入  
力 す る こ と で 、 レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 を 終 了 す る 。 な お 、 レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 終 了 操 作 は 、  
上 記 Ｓ ９ ０ の 地 切 り を 実 行 し た 後 で あ れ ば 、 任 意 の タ イ ミ ン グ で 行 っ て よ い 。 又 、 図 ３ の  
例 に 係 る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 は 、 本 作 業 ス テ ッ プ で 終 了 と な る が 、 以 降 は 、 ク レ  
ー ン １ ４ に よ り 吊 り 上 げ た 吊 り 荷 ５ ０ を フ ッ ク ２ ２ か ら 外 す ま で 、 通 常 の 玉 掛 け 作 業 を 続  
け れ ば よ い 。
こ こ で 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 は 、 図 ３ の 構 成 に 限 定 さ  
れ る も の で は な く 、 作 業 ス テ ッ プ の 一 部 が 変 更 、 追 加 、 削 除 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。  
又 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ の 各 々 か ら 照 射 す る レ ー ザ 光 ３ ２ の 形 状 は 、 十 字 形 に 限  
定 さ れ る も の で は な く 、 他 の 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ て 、 上 記 構 成 を な す 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 得 る こ と が 可  
能 で あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 補 助 シ ス テ ム １  
０ は 、 図 １ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 船 １ ２ 上 に 設 置 さ れ た ク レ ー ン １ ４ と 、 ２ つ の レ ー ザ  
光 照 射 手 段 ３ ０ と 、 ２ つ の 保 持 手 段 ４ ０ と を 含 む も の で あ る 。 ２ つ の 保 持 手 段 ４ ０ は 、 ２  
つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ を 、 ク レ ー ン １ ４ の ブ ー ム １ ６ 先 端 に 設 け ら れ た シ ー ブ １ ８ の  
両 側 方 に お い て 、 船 の 揺 れ の 状 態 の 如 何 に 関 わ ら ず 、 常 に 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 保 持 す る  
。 又 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ の 各 々 は 、 図 ２ も 参 照 し て 、 照 射 形 状 が 十 字 形 の レ ー  
ザ 光 ３ ２ を 照 射 す る も の で あ り 、 更 に 、 そ の 十 字 形 を 成 す 一 方 の 線 分 ３ ２ ａ が 、 ２ つ の レ  
ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ 同 士 で 直 線 状 に 並 ぶ よ う な 向 き で 、 ２ つ の 保 持 手 段 ４ ０ に よ り 保 持 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 の よ う な 構 成 に よ り 、 ２ つ の 保 持 手 段 ４ ０ に よ っ て 常 に 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 保 持 さ  
れ て い る 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら レ ー ザ 光 ３ ２ が 照 射 さ れ る と 、 そ れ ら の レ ー  
ザ 光 ３ ２ は 、 常 に シ ー ブ １ ８ の 鉛 直 下 方 を 照 射 す る こ と に な る 。 こ の た め 、 例 え ば 、 シ ー  
ブ １ ８ か ら 吊 り 下 げ ら れ た ワ イ ヤ ２ ０ 先 端 の フ ッ ク ２ ２ に 吊 り 荷 ５ ０ を 掛 止 す る 際 に 、 上  
記 の 如 く レ ー ザ 光 ３ ２ が 照 射 さ れ る こ と で 、 こ の レ ー ザ 光 ３ ２ を 拠 り 所 に し て 、 ク レ ー ン  
１ ４ の ブ ー ム １ ６ 先 端 の 位 置 を 調 整 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中  
心 位 置 ３ ２ ｃ と 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と の 位 置 関 係 に 基 づ い て 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重  
心 位 置 ５ ０ ｃ の 鉛 直 上 方 に シ ー ブ １ ８ が 位 置 す る よ う に 、 ブ ー ム １ ６ 先 端 の 位 置 が 調 整 さ  
れ る 。 こ れ に よ り 、 船 体 の 動 揺 の 如 何 に 関 わ ら ず 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ の 鉛 直 上  
方 に 、 容 易 に シ ー ブ １ ８ の 位 置 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
加 え て 、 上 記 の よ う に ブ ー ム １ ６ の 先 端 位 置 が 調 整 さ れ 、 ク レ ー ン １ ４ の フ ッ ク ２ ２ に 吊  
り 荷 ５ ０ が 掛 止 さ れ た 後 、 吊 り 荷 ５ ０ が 地 切 り さ れ る 際 に も 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３  
０ か ら レ ー ザ 光 ３ ２ が 照 射 さ れ る こ と で 、 そ れ ら の レ ー ザ 光 ３ ２ が 利 用 さ れ て 、 地 切 り の  
タ イ ミ ン グ が 計 ら れ る 。 す な わ ち 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照  
射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ が 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と 重 な る タ イ ミ ン グ で 、 地 切 り が 実 行  
さ れ る こ と に よ り 、 シ ー ブ １ ８ の 位 置 と 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と が 鉛 直 関 係 に な っ  
た 瞬 間 に 、 地 切 り を 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 船 体 の 動 揺 の 如 何 を 問 わ ず 、 適 切 な  
タ イ ミ ン グ で 地 切 り を 行 う こ と が で き る た め 、 吊 り 荷 ５ ０ の 動 揺 を 最 小 限 に 抑 制 す る こ と  
が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
又 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 補 助 シ ス テ ム １ ０ は 、 図 １ に 示 す  
よ う に 、 ２ つ の 保 持 手 段 ４ ０ の 各 々 の 、 レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ を 鉛 直 下 方 に 向 け る た め の  
可 動 部 に 、 オ イ ル ダ ン パ ー ４ ２ が 用 い ら れ て い る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 船 体 の 動 揺 に  
合 わ せ て 、 レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ が 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 、 保 持 手 段 ４ ０ の 可 動 部 が 作 動  
す る 際 、 船 体 の 揺 れ の 衝 撃 を オ イ ル ダ ン パ ー ４ ２ に よ り 低 減 し な が ら 、 レ ー ザ 光 照 射 手 段  
３ ０ の 向 き を 適 切 な 速 度 で 変 え る こ と が で き る 。 更 に 、 船 体 の 揺 れ の 衝 撃 だ け で な く 、 風  
等 の 他 の 要 因 に よ る 揺 れ の 衝 撃 も 、 オ イ ル ダ ン パ ー ４ ２ に よ り 低 減 す る こ と が で き る た め  
、 レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ の 故 障 発 生 を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
他 方 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 船  
１ ２ 上 に 設 置 さ れ た ク レ ー ン １ ４ の ブ ー ム １ ６ 先 端 に 設 け ら れ た シ ー ブ １ ８ の 両 側 方 に 、  
２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ を 取 り 付 け る （ Ｓ １ ０ 参 照 ） 。 こ の 際 、 波 の 影 響 等 に よ る 船  
の 揺 れ の 状 態 の 如 何 に 関 わ ら ず 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ が 、 常 に 、 シ ー ブ １ ８ の 両  
側 方 か ら 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 、 保 持 手 段 ４ ０ を 利 用 し て 取 り 付 け る 。 そ し て 、 ク レ ー ン  
作 業 時 に 、 シ ー ブ １ ８ か ら 吊 り 下 げ ら れ た ワ イ ヤ ２ ０ 先 端 の フ ッ ク ２ ２ に 対 し て 、 船 １ ２  
上 の 吊 り 荷 ５ ０ を 掛 止 す る 際 に 、 シ ー ブ １ ８ 両 側 方 の ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら レ  
ー ザ 光 ３ ２ を 照 射 し 、 こ の レ ー ザ 光 ３ ２ を 拠 り 所 に し て 、 ク レ ー ン １ ４ の ブ ー ム １ ６ 先 端  
の 位 置 を 調 整 す る （ Ｓ ３ ０ ～ Ｓ ５ ０ 参 照 ） 。 す な わ ち 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ は 、  
常 に 鉛 直 下 方 を 向 く よ う に 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら 照  
射 さ れ た ２ つ の レ ー ザ 光 ３ ２ は 、 常 に シ ー ブ １ ８ の 鉛 直 下 方 を 照 射 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
そ こ で 、 こ れ ら の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ と 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と  
の 位 置 関 係 に 基 づ い て 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ の 鉛 直 上 方 に シ ー ブ １ ８ が 位 置 す る  
よ う に 、 ブ ー ム １ ６ 先 端 の 位 置 を 調 整 す る 。 こ の 際 、 水 上 の 波 が 比 較 的 穏 や か で 、 船 １ ２  
が ほ と ん ど 揺 れ て い な い 場 合 は 、 レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ が 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心  
位 置 ５ ０ ｃ と 重 な る よ う に 、 ブ ー ム １ ６ の 先 端 位 置 を 調 整 す れ ば よ い 。 一 方 、 波 の 影 響 で  
船 １ ２ が 揺 れ て い る 場 合 は 、 常 に シ ー ブ １ ８ の 鉛 直 下 方 を 照 射 す る レ ー ザ 光 ３ ２ が 、 船 １  
２ 上 で 動 い て い る よ う に 見 え る た め 、 そ の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 位 置 が 描 く 軌 跡 の 中 心 位 置  
が 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と 重 な る よ う に 、 ブ ー ム １ ６ の 先 端 位 置 を 調 整 す れ ば よ  
い （ 図 ４ 参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 船 体 の 動 揺 の 如 何 に 関 わ ら ず 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０  
ｃ の 鉛 直 上 方 に 、 シ ー ブ １ ８ を 位 置 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
更 に 、 上 記 の よ う に ブ ー ム １ ６ の 先 端 位 置 を 調 整 し 、 ク レ ー ン １ ４ の フ ッ ク ２ ２ に 吊 り 荷  
５ ０ を 掛 止 し た 後 に 、 吊 り 荷 ５ ０ を 地 切 り す る 際 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら レ ー  
ザ 光 ３ ２ を 照 射 し な が ら 、 そ れ ら の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ が 、 吊 り 荷 ５ ０ の  
重 心 位 置 ５ ０ ｃ と 重 な る タ イ ミ ン グ を 計 る （ Ｓ ７ ０ ～ Ｓ ９ ０ 参 照 ） 。 す な わ ち 、 波 の 影 響  
で 船 １ ２ が 揺 れ て い る 場 合 は 、 上 述 し た ブ ー ム １ ６ 先 端 位 置 の 調 整 の 結 果 、 ２ つ の レ ー ザ  
光 照 射 手 段 ３ ０ か ら の レ ー ザ 光 ３ ２ が 、 船 １ ２ 上 及 び 吊 り 荷 ５ ０ 上 に 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心  
位 置 ５ ０ ｃ を 中 心 と す る 照 射 軌 跡 を 描 い て い る よ う に 見 え る 。 こ の た め 、 ２ つ の レ ー ザ 光  
３ ２ の 中 心 位 置 ３ ２ ｃ が 、 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と 重 な る 位 置 ま で 移 動 し た タ イ ミ  
ン グ （ 図 ４ の 実 線 の レ ー ザ 光 ３ ２ の タ イ ミ ン グ ） を 見 計 ら い 、 こ の タ イ ミ ン グ で 地 切 り を  
行 う こ と で 、 シ ー ブ １ ８ の 位 置 と 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と が 鉛 直 関 係 に な っ た 瞬 間  
に 、 地 切 り を 行 う こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 船 体 の 動 揺 の 如 何 を 問 わ ず 、 適 切 な タ イ ミ  
ン グ で 地 切 り を 行 う こ と が で き る た め 、 吊 り 荷 ５ ０ の 動 揺 を 最 小 限 に 抑 制 す る こ と が で き  
る 。 更 に 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ か ら レ ー ザ 光 ３ ２ を 照 射 す る こ と に よ っ て 、 シ ー  
ブ １ ８ と 吊 り 荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と の 位 置 関 係 が 明 確 に な る た め 、 ブ ー ム １ ６ の 先 端  
位 置 の 調 整 や 地 切 り の タ イ ミ ン グ の 把 握 を 、 従 来 よ り も 容 易 か つ 正 確 に 行 う こ と が 可 能 と  
な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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更 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 方 法 は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ  
う に 、 ２ つ の レ ー ザ 光 照 射 手 段 ３ ０ の 各 々 か ら 、 照 射 形 状 が 十 字 形 の レ ー ザ 光 ３ ２ を 照 射  
し 、 こ の 際 、 レ ー ザ 光 ３ ２ の 十 字 形 を 成 す 一 方 の 線 分 ３ ２ ａ が 、 ２ つ の レ ー ザ 光 ３ ２ 同 士  
で 直 線 状 に 並 ぶ 向 き で 照 射 す る 。 こ の た め 、 ２ つ の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ は  
、 直 線 状 に 並 ん だ 線 分 ３ ２ ａ 上 或 い は そ れ ら の 線 分 ３ ２ ａ の 延 長 線 上 の 、 ２ つ の 十 字 形 の  
交 点 間 の 中 央 に 位 置 す る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 ２ つ の レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３  
２ ｃ を 、 直 感 的 に 把 握 す る こ と が で き る た め 、 レ ー ザ 光 ３ ２ の 照 射 中 心 位 置 ３ ２ ｃ と 吊 り  
荷 ５ ０ の 重 心 位 置 ５ ０ ｃ と の 位 置 関 係 を 、 容 易 に 把 握 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１ ０ ： 船 上 の 吊 り 荷 の 吊 り 上 げ 補 助 シ ス テ ム 、 １ ２ ： 船 、 １ ４ ： ク レ ー ン 、 １ ６ ： ブ ー ム  
、 １ ８ ： シ ー ブ 、 ２ ０ ： ワ イ ヤ 、 ２ ２ ： フ ッ ク 、 ３ ０ ： レ ー ザ 光 照 射 手 段 、 ３ ２ ： レ ー ザ  
光 、 ３ ２ ｃ ： 照 射 中 心 位 置 、 ３ ２ ａ ： 一 方 の 線 分 、 ４ ０ ： 保 持 手 段 、 ４ ２ ： オ イ ル ダ ン パ  
ー 、 ５ ０ ： 吊 り 荷 、 ５ ０ ｃ ： 重 心 位 置
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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